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野菜作り教室

昭和 25 年、女性の社会教育団体として神戸市婦人団体協議会が発足し、昭和 30 年に長尾婦人会が参加しま

した。長尾婦人会は親睦、研修、奉仕を活動の3本柱とし、今年70周年を迎えた神戸市婦人団体協議会と JA女

性会と共に、人と人の繋がりの輪をひろげ、元気で仲良く楽しい婦人会を目指しています。

〇 長尾婦人会連絡会と JA 女性会教室を月 1回開催（概ね第 3火曜日）

手芸・工作（長尾町趣味と芸術作品展・ JA 女性会総会等に出品）、

健康体操、グラウンドゴルフ、野菜作り教室、料理教室、生け花教室、

日帰り親睦旅行等

〇 神戸市婦人団体協議会行事に参加協力

婦人市政懇談会、神戸まつり、グラウンドゴルフ大会、資源回収

〇 JA 女性会行事に参加協力

健康フォーラム、味噌作り、運動会、グラウンドゴルフ大会、

親睦旅行（1 泊）

〇 その他

長尾町各種団体行事に参加協力（運動会、作品展等）

福祉センターの建物周辺の草ひき、調理室管理、玄関花管理

豊かで、便利な社会へと変わっていく中で、女性の生き方や考え方も変わ

って行き、婦人会活動への関心が薄れてきています。

しかし、これから向かう高齢化社会にあっては、身近な場所でのコミュニティが大切と思います。長尾婦人会は、

そこに行けば、みんなが居てくれる。 助け合い、支えあい、楽しい居場所でありたいと思っています。

「参加したい行事」に「参加したい時」に参加してくだされば嬉しいです。みなさまの参加をお待ちしています。

健康体操

福祉センター玄関の花管理

写真は最近 1年間の行事の一部です。

親睦旅行

http://www.nagao-fureai.net/jiti/kawaraban/

おくっちょへハイキング

かわら版では順次、長尾町の各種団体を紹介していきます。

手芸・工作

【発行：長尾町自治会】

住 所：長尾町宅原 319-2

連絡先：長尾出張所

(電話)078-986-2581
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コロナウイルス感染症拡大のため、各種行事が次々と中止

となる中、「町民ゴルフ大会」もこの例にもれず、開催が危ぶま

れておりました。しかし熱心なゴルフ愛好家の皆様から、こんな

時こそやり方を考えてでも開催したい、との熱い思いを受け、

関係者が知恵を出し、感染予防に万全の注意を払った上で

ラウンドプレーのみ実施し、表彰式及びその後の懇親会は行

なわないことで開催にこぎ着けることができました。

毎年参加いただいておりました行政、近隣自治会の皆様には、今年もご参加を見合わせていただき、地元 42名、

ゲスト 42 名の計 84 名の参加で開催しました。

参加された皆様は、それぞれが小さなボールに世相

を反映し「疫病退散」「無病息災」などの願いを込めて真

剣にプレーを楽しまれたことと思います。来年こそは、

行政、近隣自治会、町内の皆様と大いに親睦が図れる

大会が開催できることを役員一同祈念しております。 長尾町自治会 町民ゴルフ担当理事 片山保雄

9 月 10 日、神戸市農業委員会総会の議決により、長尾町を担当する農業委員、農地利用最適化推進委員が

決定しました。

任期は R3.9.10～R6.9.9 の 3 年間です。
農業 委員 片山 正行 様

農地利用最適化推進委員 大西 尚 様

神戸市建設局には市内に 6 箇所の建設事務所があり、各事務所が

管轄する地区に道路、公園、河川や街路灯などの公共施設をつくり、

これらを守ることで市民の皆さんに安全を提供しています。長尾町を含

む北区は、有野町唐櫃にある北建設事務所が管轄しています。

長尾町自治会では毎年、各地区から出された要望を北建設事務所

に提出しています。今年は 7月 28日に大江自治会長ら 5名で訪問し、

関田所長に要望書を提出して対応をお願いしました。

今年の要望事項は 46 項目で、道路の補修10件、河川の補修 8件、

樹木の伐採や草刈 19 件、側溝の清掃 3 件、その他 6件です。

例年であれば、関田所長が町内を巡視し、要望事項の確認をして頂いていましたが、昨年と今年はコロナウィルス

感染予防の観点から密を避けるために巡視は行わず、個別に確認・検討の上、後日回答を頂く予定です。

今年度の市政懇談会は 7 月 20 日長尾地域福祉セン

ターに於いて、行政側から 8名、北区連合婦人会長、当

会員 20 名の出席で開催しました。

主な内容として、①長尾幼稚園及び福祉センターの駐

車場から車を出すのが危険な為、安全に県道に出れる

対策を、②福祉センターの屋外に手を洗う蛇口の設置を、

③高齢化の進む当地区では、運転免許証の返納者が多

くなり、タクシーを利用する機会がふえ、敬老優待乗車証

での割引制度やタクシー利用割引券での生活支援対策を。 等で話し合いを行いました。

即「OK」の回答は難しい結果でしたが、行政側に意図は十分に伝わったので、今後の為にも意味のある懇談会

でした。

婦人市政懇談会の報告

優 勝 2 位 3 位

地元団体部門 岩谷地区 岡地区 下上津地区

シニア部門 岩田詢子 様 石井澄夫 様 富井昭博 様

地元個人部門 美除一仁 様 糀谷和也 様 岩田詢子 様

自治会から北建設事務所へ要望書を提出 7 月 28日

第 42回長尾町民ゴルフ大会 ９月 5日

農業委員・農地利用最適化推進委員が改選

婦人会コーナー
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岩谷地区 行者堂

長尾防災福祉コミュニティ（防コミ）では、昨年 9 月より、長尾町自治会及び消防団と連携し、数回ワークショップ

を開催し、本年 4 月末に地域お助けガイドと新防災マップを作成しました。

このガイドは、個人が行う対策と自主防災組織である防コミが行う対策について、台風・豪雨などの風水害時と地

震発生時に分けて整理したものです。災害時にはガイドに記載した手順を踏むことで、いざという時に備えます。

主な手順

①防コミ運営本部立ち上げ⇒ ②情報収集・伝達⇒

③安否確認⇒ ④救出・救護⇒ ⑤区や消防署への連絡⇒

⑥緊急避難場所・避難所の開設・運営

災害時は周囲の状況をよく確認し、自らの安全を確保し、

無理せず自分たちのできる範囲で活動を行うことが大前提

です。記載している内容は完全ではありません。これからも

防災訓練や話し合いを繰り返し検証し、見直していきます。

なお、ガイドは各地区自治会長に配布しています。

長尾防災福祉コミュニティ 会長 山谷副就

9月20日の「敬老の日」に、75歳以上の

男性 114 人、女性 156 人、合計 270 人の

方々に自治会からお祝いの品をお贈りし

ました。 （昨年は 264 名）

9 月 4日、下上津公会堂で 2年ぶりに行者講を開催しました。全員、

距離をおいて座し、修験道行者勤行集（お経）を唱え、疫病退散、家

内安全を祈願しました。

例年は、行者講全員（20 名）が年２回、3 月と 8 月に下上津公会堂

に集まり、全員でお経を唱え、その後、会食を楽しみます。

行者講の最大行事は、2年に一度の大峰山参拝です。参加者は厳

しい道を登り、何人かは谷間を見下ろす「西の覗き」を体験します。

しかし、これもコロナの影響で、ここ数年実施していません。

地区名 男性 女性 計(人)

岩谷 15 11 26

上上津 27 39 66

下上津 20 35 55

豊浦 7 15 22

有井 17 23 40

岡 11 11 22

下宅原 17 22 39

計 114 156 270

岩谷地区では、今年も 9 月 1日の夕方に行者堂に有志が集まり、お供え

をして般若心経を唱え、家内安全・五穀豊穣とコロナ終息を祈願しました。

岩谷地区の行者堂は当初、旧の岩谷道の路側に祀られていました。戦前

は行者講をつくり、毎年山伏が護摩を焚き、火渡りを行い、子供相撲も奉納

されていました。また、講田の年貢で定期的に大峰山参りも行われていました。

戦後は参拝者も途絶えていましたが、昭和 40 年頃に現在の中国道沿い

の高台に移転してから、毎年 9月 1 日の夕方に地区の信仰者や子供たち

が集まり、お祀りしています。

【参考】
長尾町の65歳以上の高齢者人口は546人で、

総人口 1,186 人の 46.0％です。(R3.8.31 現在)

行者堂祀り 岩谷 9月 1日

行者講 ＝コロナ退散＝ 下上津 9月 4日

長尾防災福祉コミュニティ 「地域お助けガイド」 作成

敬老のお祝い品を贈呈
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長尾幼稚園の前を通りかかると、向かいの畑にコスモスがきれい

に咲いています。

「誰が何のために?」。土地の持ち主は大抜広志さん(有井地区)

と分かり、お話を伺いました。それによると、「ここはもともと畑で、父

がかぼちゃや芋を植えていて、幼稚園の園児たちも収穫体験を

してました。」とのこと。ただ数年前、ご両親が亡くなられてからは

何も植えず荒地に。そんな中、以前、休耕田に対し景観対策に

とコスモス種の配布があり、田のあぜ道に咲かせたことがあった

ので、それを思いだし、「景観のためコスモスを植えようかな」

と考えました。今年 2 回目です。今回は畑一面に種をまいたため、昨年よりいっぱい咲きました。

爽やかな秋空の下、“密”(笑)になって元気に咲いたコスモスを眺めていると、コロナ禍でウツウツした気持ちも癒さ

れます。通りかかった際には、ぜひ見てください(笑)。 (編集委員)

〈下上津〉片山 正二 さん [満 98才] R3. 6.21

〈有 井〉有井 美子 さん [満 99才] R3. 7.11

〈有 井〉内垣アサ子 さん [満 87才] R3. 8.15

〈豊 浦〉上垣 照子 さん [満 90才] R3. 8.23

〈上上津〉三谷 正義 さん [満 71才] R3. 9.12

棚田地域を保全し振興を図っていく「棚田地域振興法」に基づいて、上上津地区が国から「指定棚田地域」に指

定されました（6 月 21 日）。 今回、全国で 23 地域の指定がありました。

農産物の生産、良好な景観形成、自然環境の保全など大切な役割を担っている棚田地域の振興を図るもの

で、指定にあたっては「ふれあいの里おくっちょ」の活動

なども評価されました。具体的な施策は今後、神戸市と

地元で検討されることになります。 （長尾出張所）

上上津地区の稲葉さんの住宅が、神戸市の「景観形成重要建築物」の指定を受けられました（6 月 8 日）。

明治初期に建てられた茅葺民家で、岩谷口から茶臼山方面を見上げた段丘の上に立つ建物は、地域のランド

マークになっています。これまで市内で 32件（市立博物館・県公館・海岸ビルなど）の建物が指定を受けており、そ

の内、茅葺民家は稲葉邸を含め 8 件になります。

稲葉 邸 (岩谷口より望む)

上上津の棚田 (勾配 1/20 以上の箇所)

今年もコスモスが満開です （幼稚園向かいの畑）

上上津で、指定が相次ぐ

新型コロナウイルスデルタ株の猛威が続き、今年も

多くの地区で秋祭りが神事のみになり、運動会も中

止になりました。収束には一人一人が責任ある行動

をとらなくてはならないですね。早くいつもの行事を

かわら版に掲載したいものです。 塩谷

おくやみ 編集後記

指定棚田地域とは、昭和25年 2月 1日時点の市町村の区

域で、勾配が 20 分の 1 以上の棚田が 1ha 以上ある地域の

中から、都道府県の申請に基づき、国が指定するものです。

指定された場合、農林水産省事業の補助率の嵩上げ等の

支援を受けることができます。(農林水産省ホームページより)

上津地区の西で長尾川と善入川とが合流する地点の南東部、川沿い

の平地からは一段と高くなった段丘面の端部に立地する平入り民家で

す。住宅へは、長尾川に沿って走る北側の県道から坂道を上がるアプロ

ーチとなり、一段上がった段丘上に、稲葉家をはじめとして数軒の民家が

建ち並んでいます。段丘端に建つ稲葉家からは、北西方向の二つの川

の合流部をはじめ、周辺の谷の景観がよく望めます。

(神戸市ホームページより)


